第5巻第30課

第30課　記念
目標
	日本語学習目標

・写真に感想や撮影場所などのキャプションを書き添えることができる。

・自分のプロフィールをまとめて書くことができる。

・友達へのメッセージを書くことができる。

文化・人間関係目標

・協力して記念になるものを作ることができる。
・紙を折って写真たてを作る体験をする。

・日本の学校が4月から始まることや学校行事などについて知り、自分たちの学校と比較して共通点・相違点に気づく。

・地域や国によって学校の始まる月が異なることに気づく。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント

・美佳が友達からもらったメッセージ付きの写真を見ている場面を主題場面に取り上げました。この写真は、帰国する美佳へ記念に残るものとして送られたものです。記念に残るものをあげたり、もらったりした経験を引き出して、トピックを導入しましょう。

質問　○　美佳が見ているものは何ですか。

　　　　○　美佳はどんな気持ちだと思いますか。

○　あなたは友達に写真を送ったことがありますか。もらったことがありますか。

○　そのとき、どんな気持ちでしたか。

○　サイン帳を書いたことがありますか。

○　いつ書きましたか。

○　どんな気持ちでしたか。

学習活動（学习活动）
卒業記念アルバムを作ろう

	活動のねらい

	・写真に感想や撮影場所などのキャプションを書き添えることができる。

・協力して記念になるものを作ることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	○
	[発見王国]で。

（みんなといっしょに）[牛丼]を作りました。

（みんなといっしょに）[動物園]に行きました。

3年間いっしょに勉強したね。

[わたしたちの教室]です。

おいしかった！

おもしろかった！

また[行きたい]ね。

チーズ！
	発見王国、牛丼、動物園、いっしょに、～年間

おいしかった

おもしろかった

また

チーズ

休み時間


●活動内容

・日本の中学生と大連の中学生が作った卒業記念アルバムを見ながら、どんなキャプションが書かれているのか考える。自分たちの写真を持ってきて、キャプションをつける。

●制作意図＆授業のヒント

・記念になるものを協働で制作する活動です。教材上の設定は卒業記念アルバム制作ですが、学年や時期にあわせて適当な設定をしましょう。

・日本や大連の中学生が作った卒業記念アルバムをみて、写真にどんなキャプションが書かれているか、想像してみましょう。そして、キャプションを例にして、同じように自分たちも写真にキャプションをつけてみましょう。既習の表現もたくさん使ってみましょう。

・まとめる形式は、アルバム以外の形態も考えられます。

例1）大きな紙にみんなで写真をはり、そこにキャプションをつける

例2）PPTで作成する。

例3）インターネット上のソフトを利用して、複数の写真に音楽やキャプションをつけてストーリーにする。

　　　参考：マイクロソフト　photo　story3
http://www.microsoft.com/china/windowsxp/using/digitalphotography/photostory/default.mspx
●補足説明


なし

サイン帳をつくろう

	活動のねらい

	・自分のプロフィールをまとめて書くことができる。

・協力して記念になるものを作ることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	○
	趣味は（[読書]と）[テニス]。

[かっこいい服]がほしい（な）。
	服


●活動内容

・クラスやグループでサイン帳を制作する。

●制作意図と授業のヒント

・記念になるものを協働で制作する活動です。既製品のサイン帳を利用して制作することもできますが、自分たちでサイン帳をデザインしてもいいでしょう。その場合、サイン帳に記入する項目は、みんなで相談して決めることができます。

●補足説明

なし
寄せ書きをつくろう

	活動のねらい

	・友達へのメッセージを書くことができる。

・協力して記念になるものを作ることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	
	
	○
	元気でね！

また会おうね！

いろいろありがとう。

今までありがとう。

また会えるよね。
	元気でね、会おうね、

いろいろ、今まで、会えるよね


●活動内容

・マイケルの友達がマイケルに送った寄せ書きを参考にして、お互いに寄せ書きを制作する。

●制作意図と授業のヒント

・記念になるものを協働で制作する活動です。日本では、だれかが転校する友達に、入院している友達に寄せ書きを贈ることがよくありますが、この寄せ書きをつくってみましょう。

・日本では寄せ書き用の紙（30センチ程度の正方形の紙）が売られていますが、手に入らない場合は、厚めの紙を利用しましょう。

・P76では縦書きの寄せ書きを提示しましたが、実際には縦書きも横書きもあります。自分たちが書きやすいほうで書きましょう。

●補足説明

なし
コラム（专栏）

スクールカレンダー

	目標

	・日本の学校が4月から始まることや学校行事などについて知り、自分たちの学校と比較して共通点・相違点に気づく。

・地域や国によって学校の始まる月が異なることに気づく。


●制作意図

・この課では、学校生活の思い出を残す学習活動に取り組みます。そこでこの課のコラムでは、日本のスクールカレンダーや世界の中学生のスクールカレンダーを紹介しています。

　◇気付かせたいポイント

　　・日中の学校行事の共通性・相違性

　　・世界の中学校の新学期の時期の多様性

●授業のヒント

・まず、自分たちの学校の1年間の行事表を作ってみましょう。そして、どの行事がいちばん好きかなど、その理由について話しあってみましょう。それから、コラム①を使って、紗希とマイケルの学校の行事と2人の説明を読んで、日本と中国の学校行事の共通点と相違点を話しあってみましょう。世界の中学生たちの学校の始まる時期と中国、日本を比べてみましょう。このコラム①をしてから、学習活動を始めることもできます。

・②では、日本では、学校によって学校行事が違うことが紹介されています。自分たちの市や町のほかの学校ではどんな学校行事が行われているかを調べてみるのも、おもしろいかもしれません。

・③では日本の学校の運動会と文化祭が紹介されています。自分たちの学校のやり方と似ているか、違っているかなど、話しあってもおもしろいでしょう。また、自分たちの学校の運動会や文化祭をよりおもしろくするための企画をグループで話しあってみても、おもしろいかもしれません。

・④では、日本の学校の修学旅行が紹介されています。もし、自分たちの学校で修学旅行に行くことができるとしたら、どこに行きたいかをグループで考えてみたり、逆に日本の中学生が修学旅行で中国を訪れるとしたらどこがお勧めかを考えてみたりしても、おもしろいでしょう。

日语广场
写真たて
	目標

	・紙を折って写真たてを作る体験をする。


●制作意図

・簡単に作れて、友達に記念に贈ることができる写真たてを取り上げました。写真やアルバムといっしょにプレゼントしてみましょう。

●授業のヒント

・作った写真たてに日本語でメッセージを書いてみましょう。

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「写一写吧！」は、写真に即したキャプションを考えて書いてみましょう。

・「写一写签名吧！考虑一下要写些什么项目呢？」は、サイン帳の項目も考えて、サイン帳を書いてみましょう。

●補足説明
参考回答
写真のキャプション

左上：わたしの学校です。／わたしたちの教室です。

右上：みんなといっしょに動物園に行きました。／楽しかった。／動物園で。／また行きたい。

左下：おもしろかった。／芸術祭で。

右下：運動会で。／がんばれ！

サイン帳

省略
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